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(有)カワサキテクノリサーチ 調査プロジェクトチーム

次世代電池の本命予想と材料（有機・無機）ニーズ 

及び電池ビジネスの覇者を巡る多角的調査 
-全固体電池、全樹脂電池のポテンシャルと異分野参入を含む 

                     電池ビジネスの世界戦略から見えて来るもの- 
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＜第 1 章より＞ 

 
図１－１－① 電池とキャパシタの違い（KTR まとめ） 

 

図１－３－⑪ ポストリチウムイオン電池の方向性 （KTR まとめ） 
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＜第 2 章より＞ 

 

 

 

図 ２-１-１ 固体電解質の特徴と全固体電池の長所 

 

 

表２－５  Ｌｉイオン伝導率以外の特徴比較 

電解質 硫化物系 酸化物系 高分子系 備 考 

耐熱性 △ ◎ △ ◎は不燃 

耐水性 △ ◎ 〇 △はＨ２Ｓ発生 

成形性 〇 △ ◎ 成形のしやすさ 

界面抵抗性 〇 △ ◎ 電極との抵抗値 

生産性（注） 〇 △ ◎ セルの製造容易性 

凡例 ： ◎ 優良、  〇 比較的良い、  △ 複数の課題         （KTR まとめ） 

（注） ： ◎ Ｒ２Ｒ（ＲＯｌｌ ｔｏ Ｒｏｌｌ）の使用可 

           〇 室温加圧可 

△ 約１，０００℃で焼結 

 

 

 

 

溶媒和分子不在

<固体電解質の特徴>

安全機構
簡素化

高電圧・高容量
活物質活用

固体

高い安全性

高エネルギー密度

<全固体電池の長所>

高出力密度

長寿命

セラミック

単一イオン伝導

副反応抑制

電池構造の自由度

不燃性

塩濃度変化抑制
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＜第 3 章より＞ 

 

 

図３－１ リチウムイオン電池のマイルストーン（ＮＥＤＯ：２０１８／８） 

 

 

 

表３－２ 全固体電池に関する主要クルマメーカーの取り組み 
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＜第 4 章より＞ 

 
 

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

  
  

  
  

  
  

　
表

４
-
２

　
特

許
か

ら
見

た
「
全

樹
脂

電
池

の
開

発
状

況
」
 ー

三
洋

化
成

ー

N
o
.

出
願

人
発

明
の

名
称

公
開

番
号

出
願

日
課

題
解

決
手

段
/
 特

許
請

求
範

囲
の

概
略

実
施

例
/
技

術
の

ポ
イ

ン
ト

1
三

洋
化

成
工

業
・

日
産

自
動

車

積
層

型
電

池
お

よ
び

そ
の

製
造

方
法

W
O

2
0
1
6
/

0
3
1
6
8
8

特
許

6
3
4
6
2
9
0

優
先

日
2
0
1
4
.8

.2
5

樹
脂

集
電

体
を

用
い

た
積

層
型

二
次

電
池

に
お

い
て

、
出

力
性

能
を

向
上

さ
せ

る
手

段
を

提
供

す
る

1
. 
正

極
集

電
体

、
正

極
活

物
質

層
、

電
解

質
層

、
負

極
活

物
質

層
、

負
極

集
電

体
、

を
順

次
積

層
し

て
な

る
複

数
の

単
電

池
層

を
、

電
気

的
に

直
列

に
積

層
し

て
な

る
発

電
要

素
と

、
発

電
要

素
が

内
部

に
配

置
さ

れ
る

外
装

体
、

を
有

し
、

正
極

集
電

体
と

負
極

集
電

体
は

導
電

性
を

有
す

る
樹

脂
層

を
含

み
、

発
電

要
素

は
、

樹
脂

層
を

含
む

単
電

池
層

の
外

表
面

側
に

、
樹

脂
層

に
隣

接
し

た
抵

抗
低

減
層

を
有

す
る

、
積

層
型

電
池

。
　

2
. 
抵

抗
低

減
層

の
構

成
材

料
は

、
ニ

ッ
ケ

ル
、

銅
、

チ
タ

ン
か

ら
選

択
さ

れ
る

。

実
施

例
；
　

ﾎ
ﾟﾘ

ﾌ
ﾟﾛ

ﾋ
ﾟﾚ

ﾝ
/
ｱ
ｾ
ﾁ
ﾚ
ﾝ
ﾌ
ﾞﾗ

ｯ
ｸ
(A

B
)/

分
散

剤
 =

 7
5
/
2
0
/
5
 w

t 
を

溶
融

混
錬

し
、

熱
ﾌ
ﾟﾚ

ｽ
し

て
樹

脂
層

を
得

、
片

面
に

ｽ
ﾊ

ﾟｯ
ﾀﾘ

ﾝ
ｸ
ﾞで

ﾆ
ｯ
ｹ
ﾙ

(N
i)
か

ら
な

る
抵

抗
低

減

層
を

形
成

し
、

発
泡

ｱ
ﾙ

ﾐﾆ
ｳ
ﾑ

(A
i)
に

L
iC

o
O

2
/
A
B

/
P
V
dF

 =
 9

0
/
5
/
5
 w

t 
か

ら
な

る
電

極
ｽ

ﾗ
ﾘｰ

を
塗

布
し

、
正

極
活

物
質

層
を

得
、

N
iﾒ

ｯ
ｷ

発
泡

ｳ
ﾚ
ﾀﾝ

に
ﾊ

ｰ
ﾄﾞ

ｶ
ｰ
ﾎ

ﾞﾝ
/
P
V
ｄ
F

=
 9

0
/
1
0
 w

t 
を

塗
布

し
、

単
電

池
層

を
得

、
電

気
的

に
直

列
に

な
る

よ
う

6
組

積
層

し
、

発
電

要
素

を
形

成
し

、
負

極
側

に
N

i板
、

正
極

側
に

A
l板

を
配

置
し

て
、

真
空

ｼ
ｰ
ﾙ

し
、

積
層

型
電

池
を

得
た

。
 -

-
 抵

抗
低

減
層

を
形

成
し

て
単

電
池

層
を

積
層

す
る

こ
と

で
、

内
部

抵
抗

が
小

さ
く
な

り
、

優
れ

た
出

力
特

性
が

得
ら

れ
た

。

2
三

洋
化

成
工

業

ポ
リ

マ
ー

電
解

質
組

成
物

、
リ

チ
ウ

ム
金

属
二

次
電

池
用

負
極

及
び

リ
チ

ウ
ム

イ
オ

ン
二

次
電

池
用

電
解

質
並

び
に

そ
れ

ら
を

用
い

た
リ

チ
ウ

ム
金

属
二

次
電

池
 及

び
リ

チ
ウ

ム
イ

オ
ン

二
次

電
池

特
開

2
0
1
6
-

6
9
3
8
8

2
0
1
4
.9

.2
6

 リ
チ

ウ
ム

金
属

電
池

及
び

リ
チ

ウ
ム

イ
オ

ン
二

次
電

池
に

用
い

た
場

合
に

常
温

で
の

高
イ

オ
ン

伝
導

性
と

電
池

の
サ

イ
ク

ル
寿

命
特

性
が

両
立

で
き

る
ポ

リ
マ

ー
電

解
質

組
成

物
を

提
供

す
る

1
. 
数

平
均

分
子

量
が

５
０

０
〜

１
０

万
の

ポ
リ

エ
ー

テ
ル

ジ
オ

ー
ル

（
Ａ

）
と

有
機

ジ
イ

ソ
シ

ア
ネ

ー
ト

（
Ｂ

）
を

反
応

さ
せ

て
得

ら
れ

る
数

平
均

分
子

量
が

１
０

０
０

〜
５

０
万

の
ポ

リ
ウ

レ
タ

ン
樹

脂
（
Ｕ

）
と

リ
チ

ウ
ム

塩
（
Ｌ
）
を

含
有

す
る

ポ
リ

マ
ー

電
解

質
組

成
物

。
2
. 
（
Ａ

）
が

、
エ

チ
レ

ン
オ

キ
サ

イ
ド

と
炭

素
数

３
〜

４
の

ア
ル

キ
レ

ン
オ

キ
サ

イ
ド

を
必

須
成

分
と

す
る

ア
ル

キ
レ

ン
オ

キ
サ

イ
ド

を
２

価
ア

ル
コ

ー
ル

に
ラ

ン
ダ

ム
又

は
ブ

ロ
ッ

ク
形

式
で

付
加

し
た

共
重

合
体

で
あ

る
。

　
3
. 
（
U

）
の

含
有

量
が

５
０

〜
９

９
重

量
％

で
、

（
Ｌ
）
の

含
有

量
が

１
〜

５
０

重
量

％
で

あ
る

ポ
リ

マ
ー

電
解

質
組

成
物

。

実
施

例
；
　

ﾌ
ﾟﾛ

ﾋ
ﾟﾚ

ﾝ
ｸ
ﾞﾘ

ｺｰ
ﾙ

/
水

酸
化

ｶ
ﾘｳ

ﾑ
/
ｴ
ﾁ

ﾚ
ﾝ
ｵ

ｷ
ｻ

ｲ
ﾄﾞ

/
ﾌ
ﾟﾛ

ﾋ
ﾟﾚ

ﾝ
ｵ

ｷ
ｻ

ｲ
ﾄﾞ

 =
 0

.8
 /

 0
.5

/
1
6
1
.1

/
3
8
.1

 部
を

1
2
0
℃

で
反

応
さ

せ
、

ﾗ
ﾝ
ﾀﾞ

ﾑ
共

重
合

体
の

ﾎ
ﾟﾘ

ｴ
ｰ

ﾃ
ﾙ

ｼ
ﾞｵ

ｰ
ﾙ

(A
)を

得
、

(A
)/

ﾄﾘ
ﾒ
ﾁ

ﾙ
ﾍ
ｷ

ｻ
ﾒ
ﾁ

ﾚ
ﾝ
ｼ

ﾞｲ
ｿ
ｼ

ｱ
ﾈ

ｰ
ﾄ 

=
 8

9
.2

5
/
0
.7

5
 w

t 
を

反
応

さ
せ

、
分

子
量

 1
0
万

の
ﾎ

ﾟﾘ
ｳ

ﾚ
ﾀﾝ

樹
脂

(U
)を

得
、

(U
)/

L
iN

(C
F

3
S

O
2
) 2

 =
 8

0
/
2
0
 w

t 
を

ｼ
ﾞﾒ

ﾁ
ﾙ

ﾎ
ﾙ

ﾑ
ｱ
ﾐﾄ

ﾞに
溶

解
し

、
得

ら
れ

た
ﾎ

ﾟﾘ
ﾏ

ｰ
電

解
質

組

成
物

前
駆

体
溶

液
を

ｶ
ﾞﾗ

ｽ
板

上
に

塗
工

し
、

1
5
0
℃

に
加

熱
し

、
ｶ
ﾞﾗ

ｽ
板

か
ら

膜
を

剥
離

し
て

得
た

ﾎ
ﾟﾘ

ﾏ
ｰ

電
解

質
組

成
物

を
、

活
性

炭
/
ｱ
ｾ

ﾁ
ﾚ
ﾝ
ﾌ
ﾞﾗ

ｯ
ｸ
/
P

V
ｄ

F
 =

 8
0
/
1
0
/
1
0
 w

t 
か

ら
得

た
正

極
と

負
極

の
間

に
挿

入
し

た
ｾ

ﾊ
ﾟﾚ

ｰ
ﾀ（

P
P

製
不

織
布

）
に

含
浸

し
、

ﾘﾁ
ｳ

ﾑ
金

属
二

次
電

池
を

作
成

し
た

。
-
-
 ｲ

ｵ

ﾝ
導

電
性

（
4
.3

x1
0

-
4
S

/
c
m

) 
と

充
放

電
ｻ

ｲ
ｸ
ﾙ

寿
命

特
性

に
優

れ
て

い
た

。

3
非

水
電

解
質

二
次

電
池

と
そ

の
製

造
方

法

W
O

2
0
1
6
/

1
0
4
6
7
9

特
許

6
3
4
2
5
1
9

優
先

日
2
0
1
4
.1

2
.2

6

電
極

の
膜

厚
を

厚
く
し

て
も

、
電

極
作

製
が

可
能

な
構

造
を

提
供

す
る

と
と

も
に

、
そ

れ
を

用
い

た
非

水
電

解
質

二
次

電
池

を
提

供
す

る

1
. 
電

極
の

活
物

質
層

が
、

導
電

部
材

と
活

物
質

を
含

み
、

電
解

質
層

側
に

接
触

す
る

第
１

主
面

と
、

集
電

体
側

に
接

触
す

る
第

２
主

面
を

有
し

、
導

電
部

材
は

、
第

１
主

面
か

ら
第

２
主

面
ま

で
を

電
気

的
に

接
続

す
る

導
電

通
路

を
形

成
し

、
活

物
質

の
表

面
が

、
被

覆
用

樹
脂

と
導

電
助

剤
を

含
む

被
覆

剤
で

被
覆

さ
れ

、
電

極
又

は
電

解
質

層
に

含
ま

れ
る

電
解

液
が

、
ゲ

ル
状

電
解

質
で

あ
る

、
非

水
電

解
質

二
次

電
池

。
2
. 
ゲ

ル
状

電
解

質
の

電
導

度
が

０
．

１
ｍ

Ｓ
／

ｃ
ｍ

以
上

で
あ

る
。

　
3
. 
ゲ

ル
状

電
解

質
を

形
成

す
る

マ
ト

リ
ッ

ク
ス

ポ
リ

マ
ー

が
、

カ
ル

ボ
ン

酸
エ

ス
テ

ル
を

官
能

基
と

し
て

含
む

。

実
施

例
；
　

正
極

活
物

質
層

の
表

面
が

Ａ
ｌ集

電
体

と
接

す
る

よ
う

に
し

、
負

極
は

Ｌ
ｉ金

属
箔

を
Ｃ

ｕ
集

電
体

上
に

貼
り

付
け

、
被

覆
正

極
活

物
質

と
炭

素
繊

維
を

保
持

し
、

Ａ
ｌ集

電
体

上
に

被
覆

正
極

活
物

質
層

と
ア

ラ
ミ

ド
の

不
織

布
を

順
に

積
層

し
、

電
解

液
 {
 ｹ

ﾞﾙ
化

剤
（
ﾄﾘ

ｴ
ﾁ

ﾚ
ﾝ
ｸ
ﾞﾘ

ｺｰ
ﾙ

ｼ
ﾞｱ

ｸ
ﾘﾚ

ｰ
ﾄ）

/
ﾄﾘ

ﾒ
ﾁ

ﾛ
ｰ

ﾙ
ﾌ
ﾟﾛ

ﾊ
ﾟﾝ

ﾄﾘ
ｱ
ｸ
ﾘﾚ

ｰ
ﾄ/

重
合

助
剤

、
を

混
合

し
重

合
} 
を

加
え

、
Ａ

ｌ集
電

体
/
被

覆
正

極
活

物
質

層
/

ア
ラ

ミ
ド

の
不

織
布

/
Ｐ

Ｐ
セ

パ
レ

ー
タ

/
Ｌ

ｉ金
属

箔
/
Ｃ

ｕ
集

電
体

の
順

に
積

層
し

、
正

極
Ａ

ｌ集
電

体
、

負
極

Ｃ
ｕ

集
電

体
を

ア
ル

ミ
ニ

ウ
ム

の
ラ

ミ
ネ

ー
ト

パ
ッ

ク
に

収
納

し
て

ヒ
ー

ト
シ

ー
ル

し
、

二
次

電
池

を
作

製
し

た
。

　
-
-
　

活
物

質
を

導
電

助
剤

と
被

覆
用

樹
脂

（
ゲ

ル
マ

ト
リ

ッ
ク

ス
ポ

リ
マ

ー
）
で

被
覆

し
、

導
電

部
材

（
カ

ー
ボ

ン
繊

維
）
を

加
え

て
ス

ラ
リ

ー
を

作
製

し
成

膜
す

る
と

、
反

応
性

の
よ

い
厚

膜
電

極
が

構
成

で
き

、
電

解
液

を
ゲ

ル
化

す
る

と
サ

イ
ク

ル
耐

久
性

に
優

れ
る

電
池

が
で

き
た

。

4
二

次
電

池
特

開
2
0
1
7
-

1
6
8
2
6

2
0
1
5
.6

.3
0

出
力

特
性

を
向

上
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
る

二
次

電
池

を
提

供
す

る

1
. 
樹

脂
集

電
体

に
活

物
質

層
が

形
成

さ
れ

て
な

る
電

極
と

、
電

極
の

間
に

配
置

さ
れ

る
電

解
質

層
を

積
層

し
、

加
熱

さ
れ

る
こ

と
で

電
解

質
層

の
外

周
部

を
液

密
に

封
止

す
る

シ
ー

ル
部

と
、

電
極

と
シ

ー
ル

部
の

間
に

、
樹

脂
集

電
体

と
電

解
質

層
に

接
触

す
る

よ
う

に
配

置
さ

れ
、

シ
ー

ル
部

が
加

熱
さ

れ
る

と
き

の
樹

脂
集

電
体

の
変

形
が

電
極

側
へ

伝
播

す
る

こ
と

を
抑

制
す

る
介

在
部

、
を

有
す

る
、

二
次

電
池

。
　

　
2
. 
介

在
部

は
、

電
解

質
層

の
両

面
に

形
成

さ
れ

、
複

数
の

シ
ー

ト
状

の
フ

ィ
ル

ム
を

積
層

し
て

接
着

す
る

こ
と

で
形

成
さ

れ
る

。

実
施

例
；
　

扁
平

型
の

二
次

電
池

で
、

樹
脂

集
電

体
に

活
物

質
層

が
形

成
さ

れ
た

電
極

と
、

電
極

の
間

に
配

置
さ

れ
る

電
解

質
層

を
積

層
し

、
加

熱
で

外
周

部
を

液
密

に
封

止
す

る
シ

ー
ル

部
と

、
電

極
と

シ
ー

ル
部

の
間

に
、

樹
脂

集
電

体
と

電
解

質
層

に
接

触
す

る
よ

う
に

配
置

さ
れ

、
シ

ー
ル

部
の

加
熱

時
の

樹
脂

集
電

体
の

変
形

が
電

極
側

へ
伝

播
す

る
こ

と
を

抑
制

す
る

介
在

部
を

有
す

る
。

　
-
-
　

介
在

部
が

電
極

と
シ

ー
ル

部
の

間
に

樹
脂

集
電

体
と

接
触

す
る

よ
う

に
配

置
さ

れ
る

た
め

、
樹

脂
集

電
体

の
皺

が
介

在
部

に
よ

っ
て

電
極

の
周

辺
部

で
堰

き
止

め
ら

れ
、

樹
脂

集
電

体
の

皺
の

影
響

が
電

極
ま

で
伝

わ
ら

な
い

の
で

、
内

部
抵

抗
を

低
減

さ
せ

、
出

力
特

性
が

向
上

す
る

。

5
非

水
電

解
質

二
次

電
池

用
負

極

特
開

2
0
1
8
-

5
5
8
4
1

2
0
1
6
.9

.2
6

厚
膜

化
し

た
負

極
活

物
質

層
を

有
す

る
非

水
電

解
質

二
次

電
池

に
お

い
て

、
高

レ
ー

ト
で

の
出

力
特

性
を

向
上

さ
せ

る
手

段
を

提
供

す
る

1
. 
集

電
体

の
表

面
に

負
極

活
物

質
を

含
む

負
極

活
物

質
層

が
形

成
さ

れ
、

負
極

活
物

質
層

の
厚

さ
が

１
５

０
〜

１
５

０
０
μ

ｍ
で

、
負

極
活

物
質

の
表

面
が

、
被

覆
用

樹
脂

と
導

電
助

剤
を

含
む

被
覆

剤
に

よ
り

被
覆

さ
れ

、
負

極
活

物
質

層
の

空
隙

率
が

３
９

．
０

〜
６

０
．

０
％

で
、

密
度

が
０

．
６

〜

１
．

２
ｇ

／
ｃ
ｍ

３
で

あ
る

、
非

水
電

解
質

二
次

電
池

用
負

極
。

　
2
. 
負

極
活

物
質

層
の

バ
イ

ン
ダ

の
含

有
量

が
、

全
固

形
分

量
１

０
０

質
量

％
に

対
し

て
、

１
質

量
％

以
下

で
あ

る
。

実
施

例
；
　

正
極

の
正

極
活

物
質

層
と

、
負

極
の

負
極

活
物

質
層

を
対

向
さ

せ
、

そ
の

間
に

セ
パ

レ
ー

タ
を

配
置

し
、

発
電

要
素

を
形

成
し

、
ｱ
ﾙ

ﾐﾗ
ﾐﾈ

ｰ
ﾄ製

の
外

装
体

で
発

電
要

素
を

挟
み

、
外

装
体

を
熱

圧
着

封
止

し
、

電
解

液
 （

ｴ
ﾁ

ﾚ
ﾝ
ｶ
ｰ

ﾎ
ﾞﾈ

ｰ
ﾄ/

ﾌ
ﾟﾛ

ﾋ
ﾟﾚ

ﾝ
ｶ
ｰ

ﾎ
ﾞﾈ

ｰ
ﾄ 

=
 1

/
1
 v

o
l 
の

混
合

溶
媒

に
 L

iP
F

6

を
1
m

o
l/

L
 溶

解
）
を

注
入

し
、

真
空

下
で

外
装

体
を

封
止

す
る

こ
と

で
、

非
水

電
解

質
二

次
電

池
を

得
た

。
　

-
-
　

放
電

容
量

の
割

合
が

大
き

く
、

出
力

特
性

に
優

れ
て

い
た

。

6
リ

チ
ウ

ム
イ

オ
ン

電
池

用
正

極
 及

び
リ

チ
ウ

ム
イ

オ
ン

電
池

特
開

2
0
1
8
-

6
7
5
3
2

優
先

日
2
0
1
6
.1

0
.1

4
高

温
耐

久
性

に
優

れ
る

リ
チ

ウ
ム

イ
オ

ン
電

池
用

正
極

を
提

供
す

る

1
. 
正

極
集

電
体

と
、

正
極

集
電

体
の

表
面

に
形

成
さ

れ
た

正
極

活
物

質
層

と
、

リ
チ

ウ
ム

イ
オ

ン
を

含
む

電
解

質
と

非
水

溶
媒

か
ら

な
る

電
解

液
を

備
え

、
正

極
集

電
体

は
、

導
電

材
料

と
樹

脂
か

ら
な

る
樹

脂
集

電
体

で
、

電
解

質
は

、
イ

ミ
ド

系
電

解
質

を
含

み
、

電
解

液
の

電
解

質
濃

度
が

１
〜

５
ｍ

ｏ
ｌ／

Ｌ
で

あ
る

リ
チ

ウ
ム

イ
オ

ン
電

池
用

正
極

。
　

2
. 
電

解
質

は
、

リ
チ

ウ
ム

ビ
ス

（
フ

ル
オ

ロ
ス

ル
ホ

ニ
ル

）
イ

ミ
ド

を
含

む
。

　
3
. 
正

極
活

物
質

層
は

、
さ

ら
に

導
電

性
繊

維
を

含
む

。

実
施

例
；
　

正
極

活
物

質
粉

末
（
Ｌ

ｉＮ
ｉ ０

．
８
Ｃ

ｏ
０

．
１

５
Ａ

ｌ ０
．

０
５
Ｏ

２
）
/
ｱ
ｾ

ﾁ
ﾚ
ﾝ
ﾌ
ﾞﾗ

ｯ
ｸ
 の

混
合

で
、

被
覆

正

極
活

物
質

粒
子

を
得

、
P

P
/
ｶ
ｰ

ﾎ
ﾞﾝ

ﾅ
ﾉﾁ

ｭ
ｰ

ﾌ
ﾞ/

分
散

剤
 を

溶
融

混
錬

し
、

ﾌ
ｨﾙ

ﾑ
化

し
、

正
極

集
電

体
を

得
た

。
ｴ
ﾁ

ﾚ
ﾝ
ｶ
ｰ

ﾎ
ﾞﾈ

ｰ
ﾄと

ｼ
ﾞｴ

ﾁ
ﾙ

ｶ
ｰ

ﾎ
ﾞﾈ

ｰ
ﾄの

混
合

溶
媒

に
ﾘﾁ

ｳ
ﾑ

ﾋ
ﾞｽ

（
ﾌ
ﾙ

ｵ
ﾛ
ｽ

ﾙ
ﾎ

ﾆ
ﾙ

）
ｲ
ﾐﾄ

ﾞ［
Ｌ

ｉＮ

（
Ｆ

Ｓ
Ｏ

２
）

２
］
を

溶
解

さ
せ

た
ﾘﾁ

ｳ
ﾑ

ｲ
ｵ

ﾝ
電

池
用

電
解

液
に

炭
素

繊
維

を
加

え
、

正
極

材
料

を
得

、
ﾘﾁ

ｳ
ﾑ

ｲ
ｵ

ﾝ
電

池
を

作
製

し
た

。
　

-
-
　

初
期

出
力

特
性

、
特

に
高

温
耐

久
性

に
優

れ
、

携
帯

電
話

、
パ

ー
ソ

ナ
ル

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
、

電
気

自
動

車
用

等
の

双
極

型
二

次
電

池
用

及
び

リ
チ

ウ
ム

イ
オ

ン
電

池
用

正
極

と
し

て
有

用
で

あ
る

。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（
K
T
R
調

べ
）

三
洋

化
成

工
業

・
日

産
自

動
車
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＜第 5 章より①＞ 

 

①豊田合成 

豊田合成㈱は樹脂製のＬＩＢ筐体を開発し、トヨタ自動車のカローラＰＨＶ、レビンＰ

ＨＶに採用された。 

 

（出典：豊田合成）https://www.toyoda-gosei.co.jp/news/detail/?id=780 

 

フェラーリ 

 
フェラーリ社Ｆ１５０（ＥＶ） 

https://www.toyoda-gosei.co.jp/news/detail/?id=780
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＜第 5 章より②＞ 

  

（出典：富士電機） https://www.jstage.jst.go.jp/article/jiep/16/5/16_341/_pdf  

https://www.fujielectric.co.jp/products/semiconductor/model/igbt/application/box/doc/pdf/RH984c/RH984c.pdf 

 

  

リチウムイオン電池コントローラーとバスバー（接続カプラ） 

電池制御の中核。電池の電圧、電流、パック内の温度、各セル電圧を検知し、SOC

（充電状態）等を把握するとともに、入出力可能値、充電可能値、メータ表示値等を演

算し制御する。 

右の写真中央の帯状の金属（銅製）は、48 個のバッテリモジュールを直列につなぐ

接続カプラで、バスバー（Bus bar）と呼ぶ。バスバーの中央部は、各セルの電圧をモ

ニターするセンサ。 

（出典：マークラインズ）https://www.marklines.com/ja/report_all/rep1104_201209 

 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/jiep/16/5/16_341/_pdf
https://www.fujielectric.co.jp/products/semiconductor/model/igbt/application/box/doc/pdf/RH984c/RH984c.pdf
https://www.marklines.com/ja/report_all/rep1104_201209


9 

 

＜第 6 章より＞ 

 

（出典：「電子デバイスの開発動向」原田真二 ＫＴＲセミナー ２０１７年１２月１９日より） 

 

（出典：ＮＩＫＫＥＩ ＢＵＳＩＮＥＳＳ ２０１８．１.１５） 
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＜第 7 章より＞ 

図６-２ ダイソンの事業拡大とヒット商品 

表７－１－１ ＬＩＢパッケージとＦＣシステムの比較及び後者の利点 

 
 

 

 

表７－２－１ ケーブル充電の規格とコネクタの外観 

 

（出典 インプレス ２０１８年９月） 

項目 LIBパッケージ ＦＣシステム（注） 備考

重量エネルギー密度 約２００Ｗｈ／㎏ ＬＩＢの約５倍 ◎

体積エネルギー密度 約２００Ｗｈ／L ＬＩＢの約３倍 ◎

燃料（電力）充填時間 約３０分 ３～５分 ◎

大容量化コスト低減 セル数を増やす タンク増か大型化 ◎

高出力化コスト低減 一般的に高出力 スタッフ数増やす △

充填施設導入コスト 急速充電器（５０ｋW）、約３００万円／基 約４億円／1カ所 ×

再生エネ充電後利用効率 ６０～７０％ ２０～３０％ ×

燃料（電力）充填施設数 急速充電器、約７，０００基（国内） 国内約１００基 ×

（注）　ＦＣシステムは、水素タンクを含んでいる。
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 〔調査企画担当〕 

     

2020 年 3 月 6 日発行（初版） 

      KTR コンサル会員価格   税別 450,000 円（税込 495,000 円） 

         非会員価格        税別 500,000 円（税込 550,000 円） 

 

(有)カワサキテクノリサーチ   

調査企画プロジェクトチーム     代表        川崎 徹 

調査スタッフ   伏見勝夫 

                                  妻藤照夫 

大谷 彰 

〔連絡先〕 

〒541-0047  

大阪市中央区淡路町 4-3-8 TAIRIN ビル 6F 

     TEL 06-6232-1055  FAX 06-6232-1056 

      Email：ktr@kawasaki-tr.com    http://www.kawasaki-tr.com   

                            ＜無断での複写複製を禁ず＞ 
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